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文責 北九州市立永犬丸中学校 校長 園山 浩 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  少しずつ「いつもの学校生活」へ 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  【 ９月の主な行事について】 

９月 ２日（水） 専門委員会 

   7日（月）～11日（金）教育相談 

２３日（水）～２５日（金）期末考査 

※春に実施できなかった内科や眼科検診など 9

月に健康診断を実施予定です。 

 ８月、お盆の前後に１１日間の大変短い夏休みを経て、酷暑の中、学校生活が再開されました。そして、ようやく

本日から９月。まだまだ３０度を超える真夏日がある中、全員で、コロナと熱中症への並行した対策・対応が求めら

れる日々が、続いています。心身ともに、疲れを感じている人も、多いと思います。コロナ対策については、出口が

見えていませんが、暑さについては、もう少しの期間です。徐々に朝夕から、涼しさを感じるようになると思います。

３年生については、８月２１日に保護者向けの進路説明会を開催し、平素より遅くなりましたが、部活動の一区切り

と並行して、進路に向けての具体的なスタートを切ったところです。前後期制の為、１０月中旬に、個別の保護者会

を予定しています。どうぞ、しっかりと進路情報を取り込み、理解し、自分の可能性と向き合って、１５の春に向け

た具体的な一歩を踏み出して下さい。２年生は、まもなく学校のリーダーとしてのバトンを３年生から、受け取りま

す。その自覚とともに、コロナ対策を実践しながらの生活の中に、「自分」をしっかりと意識し、中学生としての折り

返し点を迎えてください。入学式もなく、５月下旬から学校生活をスタートさせた１年生。まだまだ中学校生活の本

当の楽しさも十分に味わえていないと思います。様々な面で、もやもやしていることもあるでしょう。しかし、前を

向き、自分の意志で、日々前進するしかありません。不安や分らないことは、どんどん先生方に相談してください。

全力で、力になります。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【またまたお礼です。】 

★一般教室には空調設備が完備されていますが、金木工室

理科室等、特別教室にはありません。そこで、PTAから、

新たに扇風機の寄贈していただきました。また、蛇口やト

イレの抗菌コーティングも行っていただきました。心より

感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 ８月１７日学校再開。この朝、テレビ局と新聞社の取材を受けました。短い夏休みを終えた中学生の、朝の登校風

景の取材でした。もしかしたら、コロナ・酷暑・短い夏休みといった環境下で、どんよりした表情で中学生が登校す

るのでは？と、思われていたかもしれません。しかし、登校する皆さんの表情は、ほとんどが「笑顔」で「元気」で

した。いつもより挨拶の声も大きかったような気がしました。私は、安心したというより、これから、コロナ対策を

実践しながら、「いつもの生活」に少しずつ戻そうとする前向きな力を感じました。テレビのニュースでも、その様子

が流れました。心から良かったと感じています。８月２７日からは、６時間授業になり、今後、コロナへの対応のノ

ウハウがより明確になる中、徐々にコロナのために控えていた通常の学校生活のいろいろな場面を、元に戻していき

ます。「コロナ対策・意識」そのままに、どうぞ、永犬丸中学校一丸となって、安全・安心な「いつもの学校生活」を

取り戻していきましょう。前後期制の今年、前期の最終日は、１０月１６日（金）後期は、同１９日（月）からです。 

部活動の３年生へ 【 中体連 北九州２０２０フレンドシップマッチや文化部の取組】 

運動部では、３年生の最後の活躍の場として、フレンドシップマッチが開催されました。７月下旬の４連休からスタ

ートし、８月２９・３０日の柔道で、終了しました。中体連が主催できなかった種目では、各競技団体により、３年生

のための大会等が行われました。入学してから、２年半、最後の夏にかけた思いが、まさかの中止となり、大変つらい

思いをした３年生。しかし、これまでの道のりが無駄だったわけではありません。この経験を糧に次のステージへ前進

してください。また、文化部においても、３年生を送る取組の開催やコンクールなどへの出品が行われました。さらに、

ボランティア部や放送部の３年生は、様々な取組が中止になる中、次年度、開催される行事・取組を想定して、活動の

準備や取り組み方、器具・機器の使用方法などを、１・２年生に丁寧に伝達するなど、最後まで、３年生としての責任

を全うしてくれました。本当にありがとうございました。 

コロナ・熱中症 並行した対策継続 


